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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp　WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html





****************************************************************








�


▲｢歴史は繰り帰す､１度


は悲劇として､２度目は


茶番として｣･･･田中隆弁


護士（自由法曹団常任幹


事）の弁舌は爽やか。





　◆･･･昨年の衆院選直前の新聞に、「一人一票」の実現のために「国民審査権」を行使しようという意見広告がのった。その中にアメリカでは一票対〇・九九くらいでも不平等で違憲という連邦最高裁での判決がある、とあった。われわれは、一票の格差について寛大に過ぎるのではないか。いまの衆院全国の四九選挙区で二倍以上の格差があるという。本日配布の資料に憲法前文「日本国民は、正当に選挙された国会における代表者を通じて行動し」がある。国会議員は「正当に選挙され」ていないのだ。小選挙区制という制度はこの格差を解消するためには根本的な矛盾をはらんでいる。このことに怒りの声をあげよう。そんなことに確信をもたされた学習会でした。　　　


　　　　（仙川町　岩本努）


　◆･･･国会議員の定数削減については、あまり役に立たない議員が結構いるという印象からか、反対しない人が多数いるようです。しかし、田中氏が話されたように、比例定数だけが減らされるということの意味を、もっと多くの人に知らせてゆく努力が必要と思いました。最近の世論調査では、支持率を伸ばしつつあるのが「みんなの党」ですが、この党は衆議院議員定数を「一八〇減」として単純小選挙区制を考えているようです。「将来的には憲法改正時に衆参統合による一院制を実現」と、権力集中型の「強権国家」づくりを唱えていることも注意する必要があるのではないでしょうか。自民党や民主党の分裂に期待を寄せ、「構造改革」推進派をまとめて「政界再編」をはかってゆこうとしてしているのでは？自民党にも民主党にも期待が持てない無党派層の受け皿になりつつある政党のようですので、注意をもって見てゆく必要があるのではないでしょうか。


  （多摩川･加藤由美子）


　◆･･･一九九三年成立の細川「非自民」内閣は、小選挙区制や政党助成金で自民党政治の復活基盤をつくりました。八年後の二〇〇一年に成立した小泉「自民党ぶっ潰し」内閣は「痛みを伴う改革」と「海外派兵」を強行して国民のくらしと権利を「ぶっ潰し」ました。再び八年が過ぎた二〇〇九年に鳩山「暮らしが第一」内閣が成立しました。「三度目の正直」と言いますが、今度の「政権交代」はホンモノになるのかどうか？････この問に対して田中弁護士は、鳩山内閣は自民党政治が遺した金権・腐敗、大企業・米軍最優先と手を切るのでなく、社会保障破壊を継承し、消費税増税などの新たな負担を国民におしつける強権政治をつくろうとしている。それが「比例定数削減と国会改革」のねらいだ、と喝破。実に壮快でした。この流れを押し返す国民的な理解と決起をどうつくりだすか、それに答えを出すのは私たちですよねえ。


　　　（多摩川・鈴木彰）


　◆･･･田中隆さんは憲法前文（前掲）と第四一条「国会は、国権の最高機関であって、国の唯一の立法機関である」から、十五年来の小選挙区制と、そこで進められてきている構造改革・海外派兵・明文改憲の動向とあわせて、政治が民意からどんなに大きくかけ離れてきたかを解明。民意反映には全国一区の比例代表制が最適と今ならはっきり言えるという。講演を聞きながら民主党政権が進めている比例削減・国会改革は憲法に違反していることが確信できました。国民はマニフェスト選挙で政権党を選ぶだけ、首相の大統領化を進めていき、国会は首相指名だけ、国民主権とは総選挙で投票するだけのことらしい。国会無視・政府主権といえる。残すは改憲だけ。日本国憲法を身につけることがいよいよ大切になってきています。


　　(多摩川・古川博資)





2010年2月例会


比例定数削減と国会改革の


ねらうもの


民意不在の強権政治











　３月は以下の催しの成功に協力します。


3月10日(水)東京大空襲６５周年記念公演


　企画：演劇企画集団｢人(じん)｣／主催：記念公演実行


　委員会(｢憲法ひろば｣有志が｢協力者･協力団体｣に連名)


　会場：くすのきホール、①14：00～、②19：00～）


3月19日(金)大映闘争｢黄色いゼッケン｣上映会


　併映：東京大空襲の惨禍を描く人形劇映画「猫は生き


　 ている」／主催：上映実行委員会


　会場：映像シアター、①14：00～、②19：00～）








　調布「憲法ひろば」の今後の計画や活動のあり方を検討する以下の「世話人会」に、あなたもご参加ください。


４月１１日（日）13時半～（於：あくろす研修室３）








交流コーナー





　調布市内の九条の会の情報です。どうぞ情報をお寄せください。





　多摩川九条の会


　四月十八日（日）憲法ひろば四月例会の翌日　十三時半～十六時　於・多摩川児童館(京王多摩川駅北側高架下)、お話し「縄文から見た憲法」小島八良右衛門(下石原)さん･･･神道の原点の大祓詞(おおはらえし)には憲法の「平和を愛する諸国民の公正と信義に信頼して…」とかアイヌのチャランケ(とことん話し合う)とかに、同じ縄文の心が生きていることが話されます。　　　　　▼連絡先　４８６-３５１２古川


　深大寺九条の会


　四月十日（土）十三時半～　於・深大寺地域福祉センター　「憲法を丸ごとつながりで考える」、そろそろ、憲法を構造的に考えてみましょうということで、話題提供は竹内常一さん。


　　　　　　▼連絡先　４８５-０４４８小保方











